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研究成果の概要（和文）：いま・ここから離れれたことに言及できる「超越性」という人間言語に特有の性質を，複合
的アプローチにより研究した．言語コミュニケーションにおける超越性の特異性は，相手が知らない対象について伝え
共有できることであることを示し，この性質の成立メカニズムを調べる実験記号論のアプローチを採用した描画コミュ
ニケーション実験を開発した．この実験の解析を通じて，メタファー的表現とメトニミー的表現を組み合わせて用いる
戦略が超越的コミュニケーションの成立に有効であり，その成立過程では類像的から比喩的へと記号システムの変化が
生じることが分かった．この変化は言語の初期の文化進化でも生じている可能性を議論した．

研究成果の概要（英文）：We studied displacement in language, a remarkable feature of human language, 
which is to express something remote from here and now, using a multiple approach adopting theoretical, 
experimental, and constructive methodologies. It was shown that the idiosyncratic feature of displacement 
in language communication was that it makes possible to transmit and share what the partner has not 
known. In order to investigate the mechanism and process of establishing this feature, we developed an 
experimental paradigm of drawing communication in terms of experimental semiotics approach. Through the 
analysis of this experiment, we found that combined use of metaphorical and metonymical expressions was 
effective for displaced communication and that a symbol system changed from iconic to figurative in 
realizing displaced communication. We discussed the possibility that this change of symbol system 
occurred in the initial cultural evolution of human language.

研究分野：進化言語学

キーワード： 超越性　言語の起源と進化　複合的アプローチ　コミュニケーション　実験記号論　文化進化　複雑系
　比喩的記号システム

  ２版
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１．研究開始当初の背景 
人間言語の起源と進化は，生物進化・個体

学習・文化進化が循環的な相互作用をする複
雑系の問題(橋本, 2004)であり，言語学，進化
生物学，認知科学，脳神経科学，複雑系科学，
計算機科学などの人文社会自然科学・工学が
関連する学際的領域である．言語の起源・進
化の科学的研究はこの 20 年間に大きく進展
し，重要な問題はなにかということが次第に
明らかになってきた (Cangerosi & Parisi, 
2002; Christiansen & Kirby, 2003)． 

これまでの言語進化の研究では，統語
(Hauser, et al., 2002)やその基盤である合成
性 (Kirby, 2002) ，コミュニケーション
(Tomasello, 2008)とその基盤となる能力（心
の理論等）が主に扱われてきた． 

一方，言語学で以前から人間言語特有の性
質と考えられてきた超越性（displacement），
すなわち，「いま，ここ」を離れたことに言
及できる性質(Hockett, 1960)については，言
語の起源・進化における重要性が認識されな
がら(Hurford, 2007)，その性質，基盤となる
能力，進化についての研究は進んでいない．
幼児における超越性の発達や動物との比較
(Liszkowski et al., 2009; Butcher et al., 
1991)の研究もあるが，ほとんどは記憶の事
例である．すなわち，記憶と超越性の関係も
明らかになっているとは言えず，既存の定義
では人間言語に特有な点がどこかも曖昧な
ままである． 
 
２．研究の目的 
「超越性」を可能とする，言語的・認知的

性質，進化的前駆体，脳基盤を明らかにする
ことにより，言語の起源と進化についての研
究を深める． 
 
３．研究の方法 
理論，実験，構成論という異なる方法論を

組み合わせる複合的アプローチを採る．まず，
人間のコミュニケーションにおける超越性
を理論的に検討することで，他の動物のコミ
ュニケーションと区別される人間言語特有
の超越性について明らかにする．次に，その
性質を調べられる実験を構築し，どのような
方法・能力が超越性を可能にしているかを検
討する．他に，ロボット実験，計算モデルを
用いる構成論，動物やヒトの認知実験などの
複数の方法論を組み合わせて用いる． 

 
４．研究成果 
(1) 超越性をコミュニケーションの観点から
捉えることにより，人間の言語特有の超越性
を明らかにする分析を行った．その結果，送
り手が伝えようとしている対象に関する知
識を受け手が持つか否かの区別が重要であ
ることを示した (Tamura & Hashimoto, 
2012)． 
 
(2) 相手の知らない対象を伝えられる超越的

コミュニケーションを調べる実験を通じ，超
越性の成立過程を明らかにすることを目指
す．本研究では言語進化研究で近年注目され
て き て い る 実 験 記 号 論 の ア プ ロ ー チ
(Galantucchi and Garrod, 2011)を採用した，
描画コミュニケーション課題を開発した． 

実験では，送り手と受け手の二人がペアに
なり，提示された対象について描画でのやり
とりを繰り返す．実験は以下の３つの手順か
らなり，１回の実験ではこの一連の手順を８
回繰り返し行う． 
①描画：送り手は提示された対象を受け手に
伝えられるような絵を描く 
②解答：受け手は送り手が伝えようとしてい
る対象を絵から同定し，形容詞と名詞の組み
合わせを答える 
③フィードバック：受け手の解答を送り手に
フィードバックする．送り手は解答を手がか
りとして，再び同じ課題を表す絵を描く 

参加者らは別々の部屋で課題に取り組み，
描画と解答以外の手段ではやりとりできな
い． 

描画対象の課題として，送り手の伝えよう
としている対象に関する知識を受け手が持
つ場合，持たない場合に相当する２種の課題
を設定し，課題間での比較を行った． 
①知っている対象：よくある形容詞と名詞の
組み合わせ（例：酸っぱいリンゴ，柔らかい
枕，など） 
②知らない対象：あまりない形容詞と名詞の
組み合わせ（例：酸っぱい炎，柔らかい信号
機，など） 

実験の参加者は大学院生 18 ペア 36 人で
あった．どのような表現上の工夫により超越
的コミュニケーション，すなわち，相手の知
らない対象を伝えることができるのか，そし
て，記号システムがどのように変化するかに
着目して分析を行った． 
送り手の表現上の工夫として，主に次の２

種類の表現が観察された． 
①メタファー表現：表現したい対象と同じ性
質を典型的に持つ別の対象を描く表現（例：
課題の対象の「硬い」という性質を，ダイヤ
モンドで伝える） 
②メトニミー表現：表現したい対象の性質と
関連する動作を描く表現（例：課題の対象の
「硬い」という性質を，たたくという近接す
る動作で伝える） 
これらの組み合わせ方に着目すると，４タ

イプの表現方略として分類できる． 
①メタファー単独の表現 
②メトニミー単独の表現 
③メタファーとメトニミーを組み合わせた
表現 
④どちらも用いない表現 
やりとりが繰り返されるにつれて受け手

の理解が進み，課題後半の成績は前半より有
意に高いことがわかった．また，相手が知ら
ない対象を伝える課題においては，メタファ
ーとメトニミーを組み合わせた表現方略④ 



 

 

図１：描画と形容詞正解数の変化 
 

の数が上昇し，形容詞の正解数との間に有意
な相関（r = .945）が確認された（図１）． 
これらの結果から，相手の知らない対象を

伝えられる超越的コミュニケーションには，
メタファー的表現とメトニミー的表現を組
み合わせて用いるという表現戦略が有効で
あり，また，コミュニケーションの中で，最
初の図像的な記号システムを足がかりに比
喩的な記号システムを協力して作り出す過
程が生じていると考えられる．すなわち，受
け手が，伝えられる対象を描画と似たものと
解釈する類像的(iconic)な記号システムから，
ある性質を共有するが描画と似ているわけ
ではない対象と解釈する比喩的(figurative)
な記号システムへと質的に変化することが，
超越的コミュニケーション成立の鍵である
ことが分かった (Tamura and Hashimoto, 
2014)． 

記号システムの質的な変化は，実験記号論
の研究で，全体的 (holistic) から合成的
(compositional)(Kirby et al., 2008)，類像的
(iconic)から象徴的 (symbolic)(Fay et al., 
2003)という変化が観察されている．人間言
語に特徴的な超越性を実現する上で，図像的
から比喩的という記号システムの変化は言
語進化の初期段階における文化進化におい
ても生じていた可能性がある． 

また，実験参加者の描画および発話思考法
により取得したデータを詳細に分析した結
果，この変化の過程では，両者は記号拡張と
意味生成を繰り返すことで，「自分に関する
仮説を持った他者」に関する仮説という入れ
子を深める自他の仮説形成プロセスが生じ
ていることを示唆した（図２） (田村・橋本, 
2013)． 

 
(3) これまでの研究より，超越性の実現には，
記号が類像的に接地される状態から，比喩的
に表わされる別の事物と結びつけるために，
一旦記号関係を脱接地する必要があること
が示唆される．なにがこの接地・脱接地に関
係するかをオノマトペの学習の研究を通じ
て検討した． 
オノマトペは，擬音語･擬態語のように音 
の模倣で物事や動作を表わす言葉である．

このように音が対象を類像的に表わす音象
徴的な語彙は，特定の音が「記号」であるこ 

図２：自他の仮説形成プロセス 
 
とを知る言語の入り口と考えられている．実
際，日本語母語話者にとってオノマトペは物
事の状態や動きを感覚的に言い表せる言葉
である．だが，日本語学習者にとっては必ず
しも類像的に理解できず，最も習得しにくい
言葉の一種とされる．すなわち，日本語オノ
マトペには，単純に類像的なものだけではな
く比喩的なものが含まれ，習得には接地・脱
接地の両方が必要とされる可能性がある． 

本研究では，日本語学習者によるオノマト
ペのニュアンス習得を改善する方法を検討
した．具体的には，学習者がオノマトペの形
式的ルールを学習し，それに基づいて学習者
が自らオノマトペを創作し，さらに，作った
オノマトペに対し日本語母語話者の暗黙的
ニュアンスを含めたデータベースからフィ
ードバックを得ることを数回繰り返すとい
う方法である． 
学習効果を検証するために，提案方法に組

み込まれた，形式的ルール，創作，フィード
バックのうち「創作」の部分を，与えられた
オノマトペの例文におけるふさわしさを「評
価」する方法に替えた群との間で比較実験を
行った．図３に示すように，創作群において
のみ学習前後でテスト成績の有意な上昇が
みられた．このことから，「創作」というプ
ロセスがこの学習効果をもたらしているこ
とがわかる(楊ら, 2014)． 

 

図３：オノマトペ学習方法の検証実験 
 
提案する学習方法を構成する３つの要素

は単独で成立するものではなく，また，「評
価」群には有意な学習効果が認められなかっ
たことから，提案方法の学習効果はこれを構



 

 

成する３要素の相互作用によって発揮され
たと考えられる．脱接地を実現するにも，語
と対象の関係をすでにあるものとして記憶
するだけではなく，能動的に作ることが単純
な接地に留まらない脱接地の実現をもたら
す可能性が示唆される． 
 
(4) 他に，人とロボットの視線コミュニケー
ション実験とその計算モデルを用いた解析
により，直示的コミュニケーションから自他
の入れ子構造が形成される過程を分析した．
また，鳴禽類の歌の解析とその理論的分析や
ヒトの系列学習の脳波解析から，超越性の実
現に関わると思われる抽象ルールの学習と
階層構造の創発についても検討した． 
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